
令和6年度 国立大学図書館協会

東京地区協会・関東甲信越地区協会

合同フレッシュパーソンセミナー

2024年11月1日（金）15:00~15:50
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オープンアクセス・オープンサイエンス
と機関リポジトリ



・学術情報の流通
・オープンアクセスとは
・オープンサイエンスとは
・機関リポジトリとは
・リポジトリ担当の業務（一例）

今日お話しすること

がまじゃんぱー ちゅーりっぷさん

附属図書館キャラクター（筑波大学準公式マスコットキャラクター）
https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/lib/ja/about/character
プロフィール、活用事例、受賞歴なども

https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/lib/ja/about/character
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研究者

予算

研究成果

国内外出版社

プレプリントサーバ

機関リポジトリ

研究者向SNS

研究者の個人Webサイト

国内外学術情報DB

利用者

大学図書館

図書を借りたい
資料を探したい
論文を探したい

貸出担当
レファレンス担当

など

雑誌を読みたい
リポジトリに登録したい

雑誌担当
リポジトリ担当

など

関連業務は…

学術情報の流通

国や所属機関からの
研究費

データベース
担当など



オープンアクセス、とは
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オープンアクセス
学術研究成果を誰もが無料でオンラインで利用できるようにすること，ま
たその理念．
商業出版社による学術雑誌の寡占化，価格の高騰化などによって引き起こ
されたシリアルズ・クライシスのなかで，研究成果を広く公開したい，あ
るいは公開するべきといった考え方から生まれた．2002年に設立されたブ
ダペスト宣言（BOAI: Budapest Open Access Initiative）では，オープン
アクセスの方法として，セルフアーカイビングとオープンアクセス雑誌の
二つが示された．セルフアーカイビングは，研究者自身が個人のウェブサ
イトやリポジトリなどで研究論文などを無料公開する方法，オープンアク
セス雑誌は，誰もが無料で利用できるオンラインジャーナルを刊行する方
法である．前者のリポジトリに関しては，大学など学術機関が機関リポジ
トリと呼ばれるシステムを構築し，実際の学術文献の収集と公開のための
業務を図書館が担うケースが多い．

図書館情報学用語辞典 第5版「オープンアクセス」の解説より

https://kotobank.jp/word/%E7%90%86%E5%BF%B5-149180
https://kotobank.jp/word/%E5%AD%A6%E8%A1%93%E9%9B%91%E8%AA%8C-1702392
https://kotobank.jp/word/%E3%83%96%E3%83%80%E3%83%9A%E3%82%B9%E3%83%88%E5%AE%A3%E8%A8%80-2237069
https://kotobank.jp/word/%E3%83%96%E3%83%80%E3%83%9A%E3%82%B9%E3%83%88%E5%AE%A3%E8%A8%80-2237069
https://kotobank.jp/word/%E3%83%AA%E3%83%9D%E3%82%B8%E3%83%88%E3%83%AA-12089
https://kotobank.jp/word/%E5%89%8D%E8%80%85-550077
https://kotobank.jp/word/%E6%A9%9F%E9%96%A2%E3%83%AA%E3%83%9D%E3%82%B8%E3%83%88%E3%83%AA-1702490
https://kotobank.jp/word/%E6%A9%9F%E9%96%A2%E3%83%AA%E3%83%9D%E3%82%B8%E3%83%88%E3%83%AA-1702490
https://kotobank.jp/word/%E5%8F%8E%E9%9B%86-526880
https://kotobank.jp/dictionary/tosyokan/3/


オープンアクセスの背景
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学術雑誌

売れない！

著 者

読まれない！

読 者

読めない！

図書館

オープンアクセス
への期待

誰でもインターネットから無料で
論文などにアクセスできる

1970年代～
1980年代

1990年代にオープンアクセス出版が登場、2000年代にはOA専門の出版社も



オープンアクセスの定義

• ブダペスト宣言 ：オープンアクセス運動の推進を目的とした宣言

BOAI:Budapest Open Access Initiative

http://www.budapestopenaccessinitiative.org/read/ 

大学とその構成員が創造したデジタル資料の管理や発信を行うために、

大学がその構成員に提供する一連のサービス

• ARLリポート（隔月刊）226 2003年2月号 クリフォード・リンチ

「機関リポジトリ: デジタル時代における学術研究に不可欠のインフラストラクチャ」
http://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/arl/

大学等研究機関による学術情報発信の基盤 

所属する研究者にセルフアーカイブの場を提供
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オープンアクセス（OA)いろいろ

ゴールドOAグリーンOA

著者が学術雑誌(OA誌)に掲載
料(APC)を払って論文を掲載
する

機関リポジトリや、自分のWeb
サイトに論文を掲載する

出版社・学協会によって、
著作権ポリシーはさまざま

機関リポジトリへの掲載：著者版OK/出版社版OK/
出版後一定期間後にOK etc..



オープンアクセスいろいろ
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Yuzhu Wang, Akiko Yoshise(2022)
Evaluating approximations of the semidefinite cone with trace normalized distance

プレプリントサーバ
（誰でも読める）

※プレプリント（査読前論文）

学術雑誌
（有料のため読め
ない人もいる）

機関リポジトリ
（誰でも読める）
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Yuzhu Wang, Akiko Yoshise(2022)
Evaluating approximations of the semidefinite cone with trace normalized distance

プレプリントサーバ
（誰でも読める）
※プレプリント（査読前論文）

学術雑誌
（有料の場合は読めない人

もいる） 機関リポジトリ
（誰でも読める）

出版社の
ロゴあり

PDF本文は
ロゴ等なし

メタデータに
出版情報など

プレプリント
サーバ

オープンアクセスいろいろ



著者版と出版社版



これまでは…

第4期科学技術基本計画
（平成23～27年度）
第5期科学技術基本計画
（平成28～令和2年度）

など

国内外の政策とオープンアクセス・オープンサイエンス

・科学技術基本計画及び科学技術・イノベーション基本計画
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index.html

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index.html


国内外の政策とオープンアクセス・オープンサイエンス

・第6期科学技術・イノベーション基本計画（令和3～令和7年度）
令和3年３月26日に第６期基本計画を閣議決定
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html

（２）新たな研究システムの構築（オープンサイエンスとデータ駆動型研究等の推進）

【科学技術・イノベーション政策において目指す主要な数値目標】（主要
指標）
・ 機関リポジトリを有する全ての大学・大学共同利用機関法人・国立研究
開発法人において、2025年までに、データポリシーの策定率が 100％にな
る。

https://ura.sec.tsukuba.ac.jp/research-compliance/about-research-data
・「筑波大学 研究データポリシー」を策定（令和6年4月1日学長決定）

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html
https://ura.sec.tsukuba.ac.jp/research-compliance/about-research-data


・G7仙台科学技術大臣会合（令和5年5月12日～14日）
https://www8.cao.go.jp/cstp/kokusaiteki/g7_2023/2023.html
G7科学技術大臣コミュニケ（声明書）（仮訳）
1. 科学研究における自由と包摂性の尊重及びオープン・サイエンスの推進

G7は、FAIR原則 （Findable＝見つけられる、Accessible＝アクセスできる、
Interoperable＝相互運用できる、Reusable＝再利用できる）に沿って、科
学的知識並びに研究データ及び学術出版物を含む公的資金による研究成果
の公平な普及による、オープン ・サイエンスの拡大のために協力する。

（中略）また、G7は、公的資金による学術
出版物及び科学データへの即時のオープン
で公共的なアクセスを支援し、適切な科学
的成果のより広範な共有のための学術出版
における課題に対処する科学界の努力を支
持する。

G7広島サミット
（5月19日～21日）
のコミュニケにも記載

国内外の政策とオープンアクセス・オープンサイエンス

https://www8.cao.go.jp/cstp/kokusaiteki/g7_2023/2023.html


・統合イノベーション戦略2023（令和5年6月9日閣議決定）
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/2023.html
２．科学技術・イノベーション政策の３つの基軸 （２）知の基盤（研究力）と人材育成の強化
③ 価値観を共有する同志国やパートナー国との連携（学術論文等のオープンアクセス化の推進）

本年５月に日本で開催されたG７広島サミット及びＧ７仙台科学技術大臣会
合を踏まえ、我が国の競争的研究費制度における2025年度新規公募分から
の学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた国の方針を策定する。

https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html
・公的資金による学術論文等のオープンアクセスの実現に向けた基本的な考え方
（令和５年10月30日総合科学技術・イノベーション会議 有識者議員）

・学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針
（令和６年２月16日統合イノベーション戦略推進会議決定）

・学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針の実施にあたって
の具体的方策（令和６年２月21日 10月８日改正 関係府省申合せ）

国内外の政策とオープンアクセス・オープンサイエンス

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/2023.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html


・学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針の実施にあたっての具体的方策から
読み取れる即時OAの進め方（簡略化していますので、前頁のリンク先も必ずご確認ください）

国内外の政策とオープンアクセス・オープンサイエンス

査読付き学術論文(電子版)
及び根拠データ

NII RDC上で検索
可能になること

対象となる競争的研究費
制度の助成を受けている
(2025年度新規公募分～)

電子ジャーナル等に掲載後、
公開禁止期間（エンバーゴ）
がないこと

何
が
対
象
？

ど
う
な
れ
ば
い
い
？

JSPS、JST、AMED
3つの資金配分機関による
4つの競争的研究費制度

誰もが無料で全文
を閲覧できること



本学の機関リポジトリ

つくばリポジトリ https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/



国内のリポジトリ運用機関数

参考：学術機関リポジトリ構築連携支援事業
Webページ内公開機関数の推移
https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/

最終更新日： 2024年4月2日

国立情報学研究所（NII)が
元になるシステム（WEKO)を開発
その後オープンアクセス推進協会
（JPCOAR)と共同運営

https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/


NII研究データ基盤の概要

https://rcos.nii.ac.jp/

世界的なオープンサイエンス
の気運を受け、そのインフラ
となる学術基盤を開発・運営
するために、国立情報学研究
所（NII）内に設置された研究
センター。
様々な学術基盤を開発・提供
している。



本学の機関リポジトリ



本学の機関リポジトリ



本学のリポジトリコンテンツ推移
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リポジトリ担当の業務

収集

確認

登録

流通

機関リポジトリに登録する研究成果の収集

著作権的に問題がないかどうかの確認

メタデータを付与してリポジトリに登録

外部DBとの連携により広く流通



リポジトリ担当の業務

収集 機関リポジトリに登録する研究成果の収集

Web of Scienceから所属機関の研究者の論文を抽出：
OA方針に基づき、登録可能な論文等を登録、著者版の提供依頼

研究者からの依頼受付：
メール添付、アップローダー、研究者総覧の研究業績登録時

学内発行物の登録：
冊子の寄贈時に電子データ提供依頼、定期的なWebページチェック
新規発行物に、リポジトリ登録案内
（近年は冊子の発行は減っている印象）



リポジトリ担当の業務

確認 著作権的に問題がないかどうかの確認

雑誌・学会誌掲載論文：
出版社、学協会の著作権ポリシーチェック
(SCPJ、SHERPA / RoMEO、
出版社Webページなど）
→機関リポジトリに登録可能かどうか、
登録可能な原稿のバージョンを確認する

紀要掲載論文：
個人情報（学生の顔写真は掲載OKかなど）

SHERPA / RoMEO：
世界中の出版社やジャーナル等のOA方針
を調べることができる
https://v2.sherpa.ac.uk/romeo/

SCPJ：日本国内の学協会等のOA方針を
調べることができる
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/133



リポジトリ担当の業務

登録 メタデータを付与してリポジトリに登録

本文ファイル：研究成果である論文等の本文の電子データ（PDF)
またはWord等のファイルも受付
冊子、紙のみの場合はこちらでスキャンすることも可能
（EPICWIN：ブックスキャナー、上向きスキャンができる）

メタデータ：登録する論文等の情報
著者名や論文タイトル、キーワード、抄録、本文言語、掲載誌タイトル、
巻、 号、 ページ、出版年、出版者など
目録規則のようなものはなく、機関によりさまざま（入力時の必須項目は
あり）

DOI： Digital Object Identifier（デジタルオブジェクト識別子）
電子コンテンツの永続的なアクセスが可能となる識別子
本学は博士論文、紀要論文に付与



リポジトリ担当の業務

流通 外部DBとの連携により広く流通

IRDB(学術機関リポジトリデータベース）が、定期的にリポジトリ
に登録した論文等のメタデータを収集（ハーベスト）

IRDBWebページより
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja



外部との連携・情報収集

https://axies.jp/

https://sites.google.com/view/axies-jpcoar/home

参考になるWebサイトなど

https://www.janul.jp/ja

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/

JPCOAR作業部会員
として参加

最新情報や各種セミナー
メーリングリスト etc..



ところで……

OA

IR
RDM

IRDB

OAI-PMH
JPCOAR

AXIES

専門用語？略称？が多いリポジトリ界隈……

Open Access
オープンアクセス

Research data management
研究データ管理

Open Archives Initiative 
Protocol for Metadata Harvesting

データの自動収集によってメタデータを
交換するためのプロトコルの名称

Academic eXchange for Information 
Environment and Strategy
大学ICT推進協議会

Institutional Repositories DataBase
学術機関リポジトリデータベース 

Japan Consortium for 
Open Access Repository

オープンアクセスリポジトリ推進協会

Institutional Repository
機関リポジトリ



最後に

オープンアクセス・オープンサイエンス
と機関リポジトリ

リポジトリに登録するとなにかいいことあるんですか？

海外の出版社で書籍の出版をすることになった

学会での講演依頼があった
他分野の研究者と共同研究をすることになった

などなど……研究力の強化のためにも

その論文、リポジトリに登録しませんか？
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